（様式１）

緑の普及啓発事業業務企画提案書
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日

　山梨県知事　殿

　　　　　　　　　　　　　　　                所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  代表者氏名

　令和５年度緑の普及啓発事業業務を受託したいので、様式１－別紙「提出書類一覧表」のとおり関係書類を添えて企画提案書を提出します。

　なお、提案にあたり下記事項について誓約します。

記

＜誓約事項＞

１　提案者は募集要項に定める応募資格を全て満たしていること。

２　募集要項に記載された内容を全て承知の上で提案するものであること。

以上

【連絡先】

	担当者職氏名
	

	電　話
	

	ＦＡＸ
	

	Ｅ－ｍａｉｌアドレス
	


（様式１－別紙）
緑の普及啓発事業業務の実施に関する企画提案書
提出書類一覧表
	様式
	項目
	提出の
有無

	様式２
	①ＩＴの活用に関すること
②緑の教室事業に関すること
③緑化相談事業に関すること

	

	様式３
	①知識経験等の効果的な反映に関すること
②人的能力に関すること

③提案者の経理的基盤等に関すること
添付書類：決算書（直近３年分）
	

	様式４
	提案価格
	

	様式５
	①誓約書
②役員等一覧
	

	附属書類
	※提案者の概要が分かる資料(定款、寄付行為、パンフレット等)

	


（様式２－①）

　□ＩＴの活用に関すること
緑の教室事業や緑化相談事業においてソーシャルメディア等のＩＴを活用し、多くの県民に緑化情報を提供するための方法、及び事業の利用者を増加させるための方法を提案してください。

	１．多くの県民に緑化情報を提供するための方法

２．事業の利用者を増加させるための方法




※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

　
（様式２－②－１）

　□緑の教室事業（通常講座）に関すること
　　多くの県民に緑に関する学習機会を提供するため、緑の教室事業（通常講座）は県内各施設で分散開催します。ついては、分散開催を行う上での留意点や課題と、その対応策について記入してください。

仕様書に示す要件等を踏まえ、緑の教室事業（通常講座）について、想定される開催地域、開催施設、開催回数、開催時期及び内容を簡潔に提案してください。
また、開催施設については、仕様書別表４に示す「指定施設」のほか、実施可能な施設があれば提案してください。
	１．分散開催を行う上での留意点や課題と対応策
２．講座の内容について 
想定される開催地域、開催施設、開催回数、開催時期及び内容を次の記入例を参考に別紙１「企画提案書（様式２－②－１）」に簡潔に記入してください。
（記入例）

No

推進体系
講座名

地域
想定される

開催施設

開催

時期

(想定)

開催

回数

内容

1～
 2
緑をつくる
ガーデニング講座
中北

武田の杜
４月

１
ガーデニングの入門講座を行う。
富士
東部
桂川ウェルネスパーク

４月

１

5
～
 6
バラ作り

峡東

□□公園

6月

１

バラの○○についてポイントを解説する。

峡南
○○公民館
6月

１
10
緑をいかす
みどりの写真撮影教室
富士

東部

富士山科学研究所
7月

１

撮影のポイントについて解説・実習を行う。
11
季節の寄せ植え教室
中北

芸術の森公園

2月

１

○○を実施する。

18
緑をまもる
花木の剪定
富士
東部
桂川ウェルネスパーク

9月
１
花木の剪定について、○○の実習を行う。

19
庭木の手入れ
中北

県立図書館

10月

１

○○のポイントについて解説・実習を行う。

25
緑をまなぶ
夏休み親子木工教室
峡南
富士川クラフトパーク

8月

2
○○を使った木工教室を行い、木の特性を解説する。
中北

武田の杜
8月
2

26
公園の樹木観察会
峡東

金川の森

3月

１

樹木の役割・特性などを解説する。

合計
34
※仕様書に示す要件等を踏まえ、開催地域、回数等に誤りが無いよう十分に確認すること。

※仕様書別表２の各講座を各地域で１回以上開催すること。
※同一内容の講座を、別の地域または施設で複数回実施することも可能とする。

※開催回数は、合計３４回以上とすること。
（様式２－②－１）続き

３．講座の開催施設について

　施設、及び地域別の開催回数について、「２．講座の内容について」で提案した施設ごとの開催回数を集計して次の表に記載してください。この際、仕様書別表３に示す開催回数の要件を満たすよう注意してください。
地域
開催施設

施設ごとの開催回数

地域ごとの開催回数

中北
武田の杜

芸術の森公園

県立図書館

※
峡東

金川の森

※
峡南

森林総合研究所

富士川クラフトパーク

※
富士・東部

富士山科学研究所
桂川ウェルネスパーク

※
合計

３４回

　　 ※指定施設以外の開催施設がある場合に適宜記入すること。
４．利用者の増加につながる取り組みや考え方を記入してください。
　　



　※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

　
（様式２－②－２）

　□緑の教室事業（上級講座）に関すること
緑の教室事業（上級講座）の参加者の増加を図るための有効な方法を提案してくださ
い。

また、この講座の修了者及び緑サポーターについて、緑の普及啓発事業業務における
活用方法を提案してください。

	１．講座の参加者を増加させるための方法
２．緑の教室事業（上級講座）の修了者及び緑サポーターの活用方法



※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

（様式２－②－３）

　□緑の教室事業（巨樹・名木学習講座）に関すること
　　仕様書に示す要件等を踏まえ、緑の教室事業（巨樹・名木学習講座）の内容について

は、巨樹名木の価値、保全、活用等が学べる内容を具体的に提案してください。
また、この講座の対象とする樹木について、各地域３か所以上を記入してください。なお、この講座は実施期間内に地域において各２回（計８回）開催することとします。
	１．講座の内容
　　　
２．講座実施する地域、巨樹・名木の名称について
地域

巨樹・名木の名称

中北

①　　　　　　　②　　　　　　　③
峡東

①　　　　　　　②　　　　　　　③
峡南

①　　　　　　　②　　　　　　　③
富士・東部

①　　　　　　　②　　　　　　　③



　※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

※地域は、各林務環境事務所管内とします。

（様式２－②－４）

　□緑の教室事業（特別講座）に関すること
　緑の教室事業（特別講座）では、都市緑化に関する専門家を講師として、地域コミュ
ニティによる緑化推進の手法を学び、都市部の緑化推進に資するための講座を開催する
こととします。仕様書に示す要件を踏まえ、講座の内容を簡潔に提案してください。
	１．講座の内容

２．実施場所
３．実施時期

４．講師名（想定）




　※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

（様式２－③）

　□緑化相談事業に関すること
　　仕様書に示す内容を踏まえ、緑化相談事業の対面相談窓口の設置場所を記入してく
ださい。
また、多くの県民に利用してもらうための工夫等を提案してください。

	１．対面相談窓口の設置場所
所在地
駐車場の有無
最寄りの交通機関等からの距離（所要時間）
２．緑化に関する団体等との連携方法や支援方法等
３．多くの県民に利用してもらうための工夫等



※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

（様式３－①）

□知識経験等の効果的な反映に関すること
類似事業（イベント、展示、講座、講習会等）又は、県市町村等指定管理者の指定の実績について記入してください。

	１．事業名・実施期間・概要等について

例）

①環境教育に関する体験講座

実施期間：令和○○年○月

概　　要：○○市内の小中学生を対象に緑づくりの体験を実施

②環境教育に関する体験施設

実施期間：令和○○年～令和○○年

概　　要：緑化に関する体験教室の開催並びに施設管理（年間行事数○○回程度）

２．提案者が有している技術、手法、経験等について




事業を行うにあたり、提案者が有している技術、手法、経験等でアピールしたい事項について、類似事業等の実績を踏まえ、記入してください。

※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

（様式３－②）

□人的能力に関すること
　どのような能力（実務経験者、有資格者等）や雇用形態の係員を配置して業務を遂行するか、「組織図」、「組織人員一覧表」を作成してください。
（組織図）

	


※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

（組織人員一覧表）

直接業務に係る人員について記入してください。

	役職・職種
	担当業務内容
	資格、実務経験内容・年数等
	雇用形態
	雇用者の

確保方策
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※雇用形態欄には、常勤、臨時、嘱託等の別を記入すること。

※雇用者の確保方策欄には、提案者がすでに雇用している者（雇用済）又は今後雇用を予定する者（予定）の別、その目途を記入すること。

※備考欄には、勤務体制（勤務時間・休日設定）を記入すること（別紙可）。

※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。
（様式３－③）

□提案者の経理的基盤等に関すること　
「提案者概要書」
	種別
	財団法人　　社団法人　　ＮＰＯ法人
株式会社　　有限会社
その他の法人（　　　　　）
その他の団体（　　　　　）

	名称
	

	代表者氏名
	

	主たる事務所の所在地
	

	設立年月日
	

	資本金又は基本財産
	千円

	売上高
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

	社員（職員）数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

	業務内容
	

	特色
	


※種別欄は、該当するものを○印で囲むこと。その他の法人又はその他の団体については、（　）内に内容を記入すること。
※社員（職員）数欄は、本企画提案書作成時の人数を記入すること。
※会社概要、定款、寄付行為、パンフレット等がある場合は、添付してください。
※直近３年分の決算書を添付すること。
※過去実施した類似業務の成果物がある場合は、添付してください（任意）。
（様式４）

□提案価格（業務の積算）

業務費の積算

　例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	費目
	見積額
	備考

	給与
	
	職員給料・手当等

	法定福利費
	
	厚生年金、雇用保険、健康・介護保険、労災保険等

	報償費
	
	講師料等

	旅費
	
	職員出張旅費

	食糧費
	
	講師対応等

	消耗品費
	
	事務用品等

	燃料費
	
	ガソリン等

	印刷製本費
	
	チラシ印刷等

	光熱水費
	
	電気、ガス、水道料

	修繕費
	
	建物、備品等の部分的修理費用

	保険料
	
	自動車損害保険料等

	通信運搬費
	
	郵便料、電話料等

	手数料
	
	振込手数料等

	委託料
	
	清掃作業委託等

	使用料及び賃借料
	
	会場借上料、自動車借上料、有料道路通行料等

	原材料費
	
	講座用資材

	租税公課
	
	

	提案価格

	
	


※必要な費目ごとにそれぞれ見積を算出すること。

※内訳費目ごとに備考欄に内訳を記入するか、内訳書を添付すること。

※消費税及び地方消費税は、費目ごとに税率１０％を含んだ額を記入すること。
※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。

（様式５－①）

誓　　　　約　　　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　月　　日

山 梨 県 知 事　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　在　地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日
私は、次の事項について誓約します。

なお、県が必要な場合には、山梨県警察本部に照会することについて承諾します。

また、照会で確認された情報は、今後、私が県と行う他の契約等における身分確認に利用することに同意します。

１　自己又は自社の役員等が、次のいずれにも該当する者ではありません。

（１） 暴力団 （暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）

（２） 暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）

（３） 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用している者

（４） 暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど、直接的若しくは積極的に暴力団の維持・運営に協力し、又は関与している者

（５） 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者

（６） 下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方が上記（１）から（５）までのいずれかに該当することを知りながら、当該者と契約を締結している者

２　１の（２）から（６）に掲げる者が、その経営に実質的に関与している法人ではありません。

（様式５－②）

「役員等一覧」
法人については、非常勤を含む役員、その他の団体については法人の役員と同様の責任
を有する代表者及び理事等について記入してください。
	役職名
	（フリガナ）

氏名
	性別

（男女）
	生年月日
	現住所

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※欄が不足する場合は、行を追加して記入すること。

（様式６）
提案に関する質問書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　在　地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ－ｍａｉｌ
（質問の内容）
	


別紙１　企画提案書　（様式２－②－１）
	No
	推進体系
	講座名
	地域
	想定される
開催施設
	開催

時期

(想定)
	開催
回数
	内容

	1
	作
	バラ作り
	
	
	
	
	

	2
	作
	春の庭木の植え付け
	
	
	
	
	

	3
	作
	ガーデニングの基礎
	
	
	
	
	

	4
	活
	みどりの写真教室
	
	
	
	
	

	5
	活
	クリスマス向けの寄せ植え
	
	
	
	
	

	6
	活
	正月向けの寄せ植え
	
	
	
	
	

	7
	守
	春の庭木の手入れ
	
	
	
	
	

	8
	守
	夏の庭木の手入れ
	
	
	
	
	

	9
	守
	秋の松の本手入れ
	
	
	
	
	

	10
	守
	バラの剪定
	
	
	
	
	

	11
	守
	花木の剪定
	
	
	
	
	

	12
	学
	樹木観察会
	
	
	
	
	

	13
	学
	親子木工教室
	
	
	
	
	

	14
	学
	緑の果たす役割
	
	
	
	
	

	15
	
	若い世代向けの内容の講座名：
	
	
	
	
	

	16
	
	自由提案の講座名：
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	回


※欄が不足する場合は、適宜各欄を広げるか複数ページにして記入すること。
　※「推進体系」欄には、「緑をつくる」は「作」、「緑をいかす」は「活」、「緑をまもる」は「守」、「緑をまなぶ」は「学」を記入すること。
15

